
測定方法・姿勢及び注意事項

測定方法 測定姿勢

＊ 正確な測定結果のためには、測定時に正しい姿勢を維持する必要があります。

親指を丸い電極に当ててください。

かかとを足電極に当ててください。

① ダイヤルボタンを押して電源を入れます。

② ダイヤルボタンを回して身長を入力します。

③ 腕をまっすぐ伸ばし体と接しないようにします。

腕をまっすぐ伸ばし、
体と接しないようにします。

ご注意

販売元 : 株式会社インボディ・ジャパン
カスタマーセンター Tel: 0120-900-369 (受付時間 : 平日9:00～18:00）　Mail: customer-support@inbody.co.jp 

体重を測定する時は必ず数値が
「0.0kg」になっているのを確認
してから測定してください。

Dialのケーブルを引っ張りすぎ
ないでください。断線や故障等
の原因に繋がります。手電極の
位置は腰の下辺りが目安です。

伝染性の疫病の方、もしくは手の
平や足の裏に怪我のある方は測
定しないでください。

 

測定時注意事項

禁忌

注意

心臓ペースメーカーを装着している方は測定を行わないでください
測定中に微弱な電流が体内に流れるため、装置の故障、生命の危機に繋がる恐れがあります。

測定中は動いたり、話したりしないでください
測定中は僅かな動きでもインピーダンスに影響を与え、測定結果が不正確になる恐れがあります。

測定前に正しい姿勢を維持してください
測定直前に姿勢を大きく変えると、測定中に体水分の移動も大きくなり、測定結果が不正確になる恐れ
があります。個人差はありますが、測定前は5分以上同じ姿勢を維持してから測定してください。

空腹状態で測定してください
飲食物の摂取は体重に影響して体成分 ( 主に体脂肪量 )として見なされるため、測定結果が不正確に
なる恐れがあります。また、消化活動が活発な時間帯は胃腸の動きが体幹インピーダンスに影響する
恐れがあるので、食事をした場合は 3時間程度を空けることが望ましいです。

トイレを済ませてから測定してください
体内の残余物が体重に影響して体成分(主に体脂肪量)として見なされるため、測定結果が不正確に
なる恐れがあります。

運動・入浴前に測定してください
軽い運動や入浴でも、発汗などによって体成分を一時的に変化させる恐れがあります。

手足が乾燥している場合、電極に接する部位を濡らしてください
手の平や足の裏が乾燥していたり角質が多い場合、測定エラーが出る恐れがあります。電解ティッシュ
で手の平や足の裏を十分に拭いてから測定してください。

体内にインプラント(金属製)のある方は、測定値に誤差が生じます
金属製のインプラントは体水分に比べて通電性がとても高く、InBodyは「電流が流れやすい」を「体水
分量が多い」と判断してしまいます。しかし、安全面の問題はありませんので、体成分の経時的な変化を
モニタリングする目的として活用することができます。


